
事業概要シート

≪　≫は、29年度の当初予算

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

担当課 企画政策部地方創生課 問合せ先 0957-53-4111（内線286）

一般財源 177 千円

（目的）
　官民連携による新たな地域経済循環の仕組みを構築し、地域経済の活性化を図る。
　また、市主催のイベントへの参加等によりポイントを付与することで施策の推進を促すとともに、ポ
イント付与、減算に伴うデータを取得・分析し、活用することで、商店のＣＳ向上や市の施策効果の促
進を図る。

（概要）
　平成29年度　コンサルティング業務委託（企画立案・仕様検討）
　平成30年度　システム構築（プロポーザルで業者発注）、運用開始の告知等、
　平成31年度　システム運用開始

（対象）
　大村市民及び市内商店等

　地域経済の活性化や好循環・拡大を図っていくためには、地域内で経済がまわる仕組みづくりを行う
必要がある。民間の経済活動において一部共同した取組（共通ポイント等）が行われているが、地域が
限定されており、効果が限定されている。
　一方、市民サービスにおいても利便性の向上や効果的な実施が求められており、自治体や民間事業者
との連携による地域経済の活性化や市民サービス向上のための仕組みづくりが必要となっている。

0 千円
地方債 0 千円
その他 0 千円

177 千円
4,418千円 ≫

財
源
内
訳

国庫支出金 0 千円
県支出金

施策： 商工業経営基盤の強化と創業支援

事業名： 地域連携ポイント構築事業 その他見直し 予算額

②地域活動により

得られるポイント

③地元商店街など消
費活動に関わるポイン
ト

④地元企業や一般

企業の会員証

①公共施設の利用

【地域活動等への参加】

→ウォーキングポイント事業、チャレンジデイ、

町内会参加、イベント参加ポイント等

【地域ボランティア】

→こども預かりサービス

高齢者の買い物支援等

【大手企業等】

→全国チェーン等の会員証との連携

等
【商店街専用マネー】

→個店の来店スタンプ、

ウィンクカード等との連携

【商店街ポイント】

→商店街などの顧客

囲い込み施策

【市内の施設利用】

→市内施設利用カード、

市内駐車場、レンタル自転車、

図書館等



事業概要シート

【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】

0 13,495

1次評価 担当者意見のとおり

フルコスト 0 0 0 8,868 4,627

2次評価 1次評価意見のとおり

妥当性
(市の関与)

　行政や民間事業者の連携による市民サービスの向上と地域経済の活性化・好循環に取り
組むためには、市が主体的な役割を果たしながら進める必要がある。

有効性
(施策貢献度)

　行政や民間事業者の連携による市民サービスの向上と地域経済の活性化・好循環によ
り、効率的な行政運営や商工業の振興に寄与するものである。

効率性
(コスト)

　システム構築を行う上で必要となる最低限の経費を計上している。

80h
嘱託員 20.00人 20.00人 40.00人

時間外勤務 40h 40h

8,900
職員 0.55人 0.55人 1.10人
人件費 4,450 4,450

0
一般財源 4,418 177 4,595
その他 0 0

0
地方債 0 0 0
県支出金 0 0

4,595
国庫支出金 0 0 0
事業費 4,418 177
年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 合計

目標値

H32
(目標)

地域連携ポイントのシステム構築 目標値 件 0 0 1 0 0

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)

目標値

H32
(目標)

0 0
コンサルティング業務委託
（企画立案・仕様検討）

目標値 件 0 1 0

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)


